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陸
上
競
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

第
３
種
公
認　

鷹
巣
陸
上
競
技
場

　

第
３
種
公
認
継
続
に
伴
い
改
修
工
事
を
行
っ
た
鷹

巣
陸
上
競
技
場
で
、
９
月
１
日
、
県
北
高
校
新
人
陸

上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
出
場
し
た
選
手
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
競
技
場
で
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

同
競
技
場
の
改
修
工
事
の
総
事
業
費
は
７
６
５
５

万
円
で
合
併
特
例
債
７
０
９
０
万
円
を
活
用
。
主
な

改
修
工
事
は
、
全
天
候
型
舗
装
材
（
ス
ー
パ
ー
Ｘ
）

の
張
り
替
え
を
中
心
に
観
覧
席
の
鉄
骨
補
修
や
塗
装

な
ど
を
行
い
、
５
月
に
は
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
施

設
用
器
具
検
定
員
に
よ
る
陸
上
競
技
場
第
３
種
公
認

検
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
６
月
１
日
か
ら
一
般
の
利
用
が
開
始
さ

れ
、
朝
夕
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
市
民
に
利
用
さ
れ
大

変
好
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

北
秋
田
市
敬
老
式

　

合
川
商
店
振
興
会
（
三
浦
文
幸
会
長
）
の
奉
仕
活

動
が
９
月
３
日
、
合
川
支
所
前
で
行
わ
れ
、
バ
ス
停

や
合
川
駅
、
児
童
公
園
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
べ

ン
チ
10
脚
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
合
川
駅
前
の
環
境
整
備
と
、
住
民

が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

今
回
で
２
回
目
。
「
駅
前
の
環
境
整
備
を
す
る
こ
と

で
、
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
、
地
域
振
興
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
三
浦
会
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
は
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
地
域
の
活
動

へ
も
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
６
年
か
ら
は
、
地

元
商
店
の
活
性
化
、
利
用
促
進
の
一
つ
と
し
て
、
毎

年
大
好
評
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
る
「
の
れ
そ
れ
セ
ー

ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

色
あ
せ
た
ベ
ン
チ
が
新
品
同
様
に

合
川
商
店
振
興
会
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
奉
仕

10脚の色あせたベンチは新品同様になりました

岸部市長からダイヤモンド婚の表彰を受ける

工藤和彦・愛さん（上杉）ご夫妻

　

北
秋
田
市
の
敬
老
式
が
、
９
月
５
日
の
合
川
会
場

を
皮
切
り
に
旧
町
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
市
全
体
の
対

象
者
（
75
歳
以
上
）
７
２
０
１
人
の
う
ち
、
合
川
地

区
の
対
象
者
は
１
４
３
３
人
、
そ
の
う
ち
４
６
８
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岸
部
市
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
は
つ
ら

つ
と
、
さ
ら
に
長
寿
の
日
々
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
る
と
、
参
加
者
を
代
表
し
て
佐
藤
勇
助

さ
ん
（
木
戸
石
）
が
「
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
で
明
る

く
、
地
域
の
支
え
に
な
っ
て
長
寿
を
全
う
し
た
い
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
お
祝
い
に
合
川
民
謡
同
好
会
の
演
芸
、

あ
い
か
わ
保
育
園
の
「
駒
お
ど
り
・
奴
お
ど
り
」
が

披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
記
念
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。
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米
内
沢
高
校　

〜
森
吉
山
清
掃
登
山
〜

　

米
内
沢
高
校
の
第
42
回
全
校
森
吉
清
掃
登
山
が
９

月
１
日
に
行
わ
れ
、
生
徒
・
職
員
・
保
護
者
ら
約
２

０
０
人
が
参
加
し
、
晴
天
の
中
、
山
頂
ま
で
の
様
田

コ
ー
ス
往
復
11
・
６
㎞
の
清
掃
登
山
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

こ
の
清
掃
登
山
は
、
森
吉
山
の
雄
大
な
自
然
の
中

で
た
く
ま
し
く
豊
か
な
精
神
を
養
う
と
と
も
に
、
自

然
環
境
の
保
全
に
務
め
る
の
が
目
的
で
行
わ
れ
、
生

徒
ら
は
、
こ
め
つ
が
山
荘
に
て
開
会
式
を
行
っ
た
後

頂
上
ま
で
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
登
山
を
通
じ
て
「
生
徒
間
の
親
睦
と
信

頼
感
」
「
強
い
忍
耐
力
と
成
就
・
充
実
感
の
体
得
」

「
自
然
を
守
る
態
度
と
そ
の
保
全
と
美
化
に
努
め
る
」

と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

強
い
忍
耐
力
と
成
就
・
充
実
感
の
体
得

森吉山の美化に務める米高生

熊の胆について説明を受ける鷹中生

熊
の
生
態
を
学
習

　

鷹
巣
中
学
校
が
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
る
「
く
る
み
タ
イ
ム
」
で
、
１
年
生
31
名
が
９
月

５
日
、
阿
仁
支
所
を
訪
れ
、
地
元
の
人
た
ち
か
ら
熊

の
生
態
や
マ
タ
ギ
の
生
活
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

熊
の
生
態
に
つ
い
て
市
職
員
が
講
話
。
熊
は
親
グ

マ
か
ら
山
で
の
生
活
を
教
わ
っ
て
い
る
話
し
等
を
生

徒
た
ち
は
熱
心
に
聞
い
た
後
「
熊
は
な
ぜ
人
を
襲
う

の
か
」
「
熊
の
身
体
で
、
ど
こ
が
一
番
高
く
売
れ
る

の
か
」
と
鋭
い
質
問
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
マ
タ
ギ
に
つ
い
て
石
川
建
一
氏
（
阿
仁

笑
内
）
が
講
話
を
行
い
、
マ
タ
ギ
言
葉
や
、
マ
タ
ギ

の
生
活
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
万
病
薬
と

さ
れ
て
い
る
「
熊
の
胆
」
の
試
飲
も
あ
り
、
実
の
あ

る
学
習
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

鷹
巣
中
学
校
総
合
学
習
く
る
み
デ
ー

北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
森
吉
支
部

 

「
地
域
児
童
と
じ
じ
・
ば
ば
と
の
交
流
会
」
が
８

月
25
日
、
北
秋
田
市
の
阿
仁
川
桜
づ
つ
み
公
園
で
行

わ
れ
、
参
加
し
た
約
60
人
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

で
心
地
よ
い
汗
を
な
が
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
事
業
は
、
児
童
と
触
れ
合
う
こ
と
で
顔
な
じ

み
と
な
り
、
老
人
が
培
っ
て
き
た
杵
柄
を
生
か
し
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と

い
う
思
い
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　

森
吉
幹
部
交
番
の
中
西
係
長
か
ら
自
転
車
運
転
の

注
意
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
人
形
を
使
っ
て
実
際

に
車
に
引
か
れ
た
と
き
に
ど
う
な
る
か
を
実
演
し
、

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
交
流
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
と
児
童
が
７
班
に

分
か
れ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
お
お
い
に
楽
し

い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
深
め
る

老人クラブの方から手ほどきを受けながらプレー

き
ね
づ
か


